
10月から市・県民税の10月から市・県民税の
年金天引き制度(特別徴収制度)が始まります年金天引き制度(特別徴収制度)が始まります

　この制度は、納付の手間を省くためや納め忘れ防止などの利便性を高めるためのもので、一定の
条件を満たす人は支給される年金から天引きされる(特別徴収)方法で納めることになります。対象
者は納期が年４回から６回となり、１回当たりの納付額が少なくなる利点もあります。

年金受給者の年金受給者の
みなさんへみなさんへ

普通徴収
(納付書払いまたは
口座引き落とし)

特別徴収
(年金天引き)
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年税額の
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年税額の
６分の１ずつ

特別徴収(年金天引き)

仮徴収 本徴収
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前年の10月～翌年３月に
徴収した額の
３分の１ずつ

(年税額)－(仮徴収額)＝残額の
３分の１ずつ

■対象となる人は下の①～④のすべてに該当する人です。
　①公的年金の所得に対して市・県民税が課税になる人
　②前年中に国民年金法に基づく老齢基礎年金など
　年額18万円以上の支払いを受けている人
　③平成21年４月１日現在で65歳以上の人
　④介護保険料が年金から特別徴収されている人
※その年度の公的年金からの特別徴収税額が老齢基
礎年金などの年額を超える場合や遺族年金・障害年
金は今回の制度の対象になりません。

■よくある質問
Ｑ１　今まで通りに、納付書払いや口座引き落とし
にすることはできますか？
Ａ　本人の希望による選択はできないことになって
おり、対象となる人は全員、年金からの特別徴収に
なります。ご理解をお願いします。
Ｑ２　市・県民税額が変わった場合は、どうなりま
すか？
Ａ　年度途中で公的年金の所得に対する市・県民税
額が変わった場合は、年金からの特別徴収は中止と
なり、残りの税額は普通徴収で納めることになりま
す。また、介護保険料が年金から特別徴収できなく
なった場合、市・県民税も特別徴収されなくなります。
Ｑ３　Ｑ２の場合、年金からの特別徴収はいつから
再開されますか？
Ａ　翌年度の10月に支給される年金から再開され
ます。したがって、翌年度は左で説明した｢具体的
な徴収方法と対象税額｣の(１)の方法で納めること
になります。
Ｑ４　年金を２種類受給していますが、どの年金か
ら特別徴収されますか？
Ａ　基本的には介護保険料が天引きされている年金
から特別徴収されます。

～65歳未満の年金受給者の皆さんへ～
　公的年金を受給し会社などにお勤めの65歳未満
の人で、今まで、公的年金の所得も含めた市・県民
税が勤務先の給与からの特別徴収になっていた場合、
平成21年度から公的年金の所得に対する税額分が
特別徴収できなくなりました(公的年金の所得以外
に対する税額分は、今まで通りです)。公的年金の
所得に対する税額分は、普通徴収(納付書払いまた
は口座引き落とし)となります。

市・県民税についての問い合わせ
市民税課賦課係　内線  3142～3145

■対象となる所得は、公的年金のみです。
　公的年金以外に農業や給与などの所得がある人は、
公的年金に対する税額は年金からの特別徴収で、そ
れ以外の所得に対する税額は普通徴収(納付書払い
または口座引き落とし)になります。給与分は事業
所によっては、給与からの特別徴収になる場合もあ
ります。

■具体的な徴収方法と対象税額
(1)21年度および特別徴収開始初年度
　年度の前半は、１期(６月)、２期(８月)分をこれま
で通り納めます。
　年度の後半は、年金支給月(10・12・２月)ごとに
特別徴収されます。税額は、年度前半で納めた残り
の額を３回に分けて、支給される年金から特別徴収
されます。

(2)特別徴収開始２年目以降
　年度の前半は、年金支給月(４・６・８月)ごとに、
前年度後半と同じ額が特別徴収されます(仮徴収)。
　その年度に特別徴収される市・県民税の年税額が
確定した後、その確定した年税額から４・６・８月
で仮徴収された額を引き、残りを年金支給月(10・
12・２月)に分けて特別徴収されます(本徴収)。

－ －６平成21年５月22日
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第24回詩歌文学館賞決定

　第24回詩歌文学館賞の受賞者は次の３人の

皆さんです。表彰式は５月23日(土)午後３時か

ら、日本現代詩歌文学館講堂で行われます。

●詩部門

　長田 弘さんの｢幸いなるかな本を読む人｣

　福島市生まれ。1965年、詩集｢われら新

鮮な旅人｣でデビュー。主な著書に、詩集

｢深呼吸の必要｣、エッセー｢詩は友人を数

える方法｣など多数。

●俳句部門

　友岡 子
しきょう

郷さんの｢友岡子郷俳句集成｣

　神戸市生まれ。第１回雲母選賞、第25回

現代俳句協会賞受賞。既刊の８冊の句集に

未刊句集を含め｢友岡子郷俳句集成｣刊行。

他に｢飯田龍太鑑賞ノート｣など著書多数。

●短歌部門

　橋本 喜典さんの｢非
ひ ぼ ぞ う

母像｣

　東京都生まれ。｢まひる野｣運営・編集委

員長。歌集｢冬の旅｣｢無冠｣(日本歌人クラ

ブ賞)｢一己｣(短歌四季大賞)。評論｢歌人窪

田章一郎－生活と歌｣｢短歌憧憬｣など。
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活発な意見が出された景観計画策定に
係る意見交換会
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